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第Ⅱ部　プロジェクト・マネジメント





第Ⅱ部にはいるまえに…



4章　　プロジェクト・マネジメントの考え方

4 - 1　プロジェクトとプロジェクト・マネジメント 

一定の成果を一定の期限内に達成することを目的として、あらかじめ合意した協力計画に基
づき、一体的に実施、運営される技術協力事業。なお、期間内に期待する成果とそれを実現す
るための活動及び投入の因果関係は、明確かつ論理的でなければならない。

「技術協力プロジェクトマニュアル」 p.1
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4 - 2　プロジェクト・マネジメントの基本的な考え方 

4 - 3　プロジェクト・サイクル 

事後評価

事後評価

事前評価

終了時評価
中間評価

フィードバック フィードバック

モニタリング

＜計　画＞

＜計　画＞

＜実施後＞ ＜実　施＞

フィー
ド
バック

フィードバック

小さい事業サイクル

大きい事業サイクル

業種別要望調査

JICA国別事業
実施計画の策定

＜アカウンタビリティ＞ 国　　　民

（個別プロジェクトのサイクル）

（個別プログラムのサイクル）

（個別、特定テーマ）



4 - 4　プロジェクトの計画に関する留意点 

4 - 4 - 1　CDの視点とプログラム的発想

1.　何を強化することから始めればよいか。
2.　どこまで協力して、どこまでは協力しないか。
3.　協力しない部分は誰がどのようにカバーするか。

『キャパシティ・ディベロップメント』（2006） p.ii
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4 - 4 - 2　現状をあるがままに把握する 



4 - 4 - 3　ツールは目的達成の道具 

4 - 4 - 4　PDMの利点と限界 
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4 - 5 　プロジェクトの実施に関する留意点 

4 - 5 - 1　常に現状を把握する

4 - 5 - 2　リスクを管理する



4 - 5 - 3　コミュニケーションを管理する

4 - 6　プロジェクトの評価に関する留意点 
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4 - 7　内発性を高めるプロジェクト運営 
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